
2016年度（平成28年度）入学生用 環境コース　カリキュラムマップ

環境コース

学年 学年ごとの人材育成目標

3年次終了時の人材育成目標

各人の興味、関心に応じて自然環境、農業、

2年次終了時の人材育成目標

1年次終了時の人材育成目標

年
次

年
次

完成
期間

←

　
学
年
進
行
　
３
年
次
　
←

　
学
年
進
行
　

年
次
　
←

　
学
年
進
行

専門
期間

自然環境、農業、資源循環型社会の3領域に
わたる専門知識を広く理解する。これらの3
領域のうち、特に関心のある領域がどれかが
わかる。

環境問題の実際と環境保全の意義を理解し、
自然環境、農業、資源循環型社会の領域の基
礎知識がある。

導入
期間

専門基礎
期間

各人の興味、関心に応じて自然環境、農業、
資源循環型社会のどれかに特化した知識を深
く理解する。卒業研究テーマを決め、これに
関する情報を収集、整理できる。

野菜と穀物の育て方 

基礎数学 物質と原子（基礎化学Ⅰ） 自然地理学 基礎生態学 

基礎生物学 

物質と生物（基礎化学Ⅱ）

資源循環型社会概論 

物質と化学反応 
（基礎化学Ⅲ）

統計の考え方 

大気・土・水の 
測定の基礎実習 

資源・エネルギーと文明 

環境リスク概論 

農業基礎実習Ⅰ

環境コースの人材育成目標

生態系、物質循環、農業、資源循環型社会に関する専門的な知識に基づいて、社会の生産・流通・消費の場で、人間社会の発展と環境保全のバランスを考慮した発言と提案、そして行動ができる。

は専門型・教養型必修科目 は選択科目 

①地球環境を保全する意義を学ぶ科目
地球環境問題の実際を知るとともに、地球環境や生態系
を保全する意義を理解する。

②基礎的知識・技術を修得する科目
自然環境、農業、資源循環型社会の つの専門領域の基礎
となる知識と技術を修得する。
 

③自然環境領域科目

地球環境中の物質循環系および生態系について、生態学、

化学、地理学、物理学、気象学の諸分野の専門知識にもと

づいて理解する。また、実習を通じて、自然環境を観測・

測定するための技術を修得する。

④農業領域科目
農業、生態系、植物に関する専門知識を修得し、環境保全
と物質循環を考慮した作物生産を行うことができる。また、
農業に関する経営手法、法律、政策を理解する。

⑤資源循環型社会領域科目
自然資源の採取や廃棄物の廃棄などにともなう環境負荷
を低減させるための社会経済のあり方を、経済学や法学
などの社会科学の知識にもとづいて、理解する。

⑥情報リテラシ科目
卒業研究に必要な、コンピューターを
利用しての情報の収集と整理と発信を
行うことができる。

①地球環境を保全する意義を学ぶ科目

地球環境問題概説 生命と環境の倫理 

②基礎的知識・技術を修得する科目 

⑤資源循環型社会
領域科目

資源循環の経済学 

⑦日本語リテラシ科目
卒業研究に必要な、日本語専門文献の
読解方法に習熟する。

熱・光・エネルギー
（基礎物理学） 

生物多様性 

地球上での水とエネ
ルギーの流れ 

植物形態実習 

環境思想 

③自然環境
領域科目

⑧外国語リテラシ科目

英語専門文献の読解の基礎的な知識を修得

する。院進学を目指すものは進学後に専門

文献読解が行える読解力を身につける。

⑨キャリアデザイン科目

農業関連の生産と流通の場で求められて

いる知識と人材の実際を理解する。

機器化学分析の 
基礎と原理 

水溶液の化学 

基礎分析化学実験 

環境分析化学実験Ⅱ

環境分析化学実験Ⅰ

地球と農地での 
物質の動き 

環境経営 

は専門型必修科目 

⑩卒業論文を作成

環境コース演習（卒業研究）Ⅳ

環境コース演習（卒業研究）Ⅲ

環境コース演習（卒業研究）Ⅱ

環境コース演習（卒業研究）Ⅰ

⑥情報
リテラシ科目

環境情報 
実習Ⅰ

環境情報 
実習Ⅱ

情報実習Ⅰ

情報実習Ⅱ

⑦日本語
リテラシ科目

環境
文献講読Ⅰ

環境
文献講読Ⅱ

日本語
リテラシⅠ

日本語
リテラシⅡ

⑧外国語
リテラシ科目

環境英語 
文献講読Ⅰ

環境英語 

英語Ⅰ

英語Ⅱ

⑨キャリア
デザイン科目

環境保全型
農業概論 

環境イン
ターンシップ 

ビジネス 
コミュニケー
ション 

キャリア形
成演習 

キャリア
デザインⅠ

④農業領域科目

農地での土と微生物
と肥料のはたらきⅠ

植物体内での水と

土作りと肥料 

農地での土と微生物
と肥料のはたらきⅡ 植物体内での水と

物質のはたらきⅡ

農業生態系のしくみ 
遺伝と育種 

栄養と体 

農業の経営と 
農地の保全と管理 

防除と共存 
環境保全型 

環境保全型 

食料・農業の 

農業基礎実習Ⅱ

森林管理実習 
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2016年度（平成28年度）入学生用 経営コース　カリキュラムマップ

経営コース

学年 学年ごとの人材育成目標

3年次終了時の人材育成目標(関連資格)

2年次終了時の人材育成目標(関連資格)

1年次終了時の人材育成目標(関連資格)

年
次

年
次

完成
期間

←

　
学
年
進
行
　
３
年
次
　
←

　
学
年
進
行
　

年
次
　
←

　
学
年
進
行

専門
期間

「経営学」や「経済学」の基礎的な科目を、
金融（お金の流れ）という視点で学ぶこと
で、社会や企業での「お金の流れ」について
理解し、企業会計の基本的手続きを習得でき
ている。（日商簿記検定3級）導入

期間

ビジネスにおける実践性を重視した科目を学
ぶことによって、より高度な金融関連知識を
習得し、金融・証券関連の専門用語や経済関
連の記事について専門的に解説できる能力を
身につける。（FP技能検定2級・3級）

金融の専門的知識を習得し、社会・経済・企
業での詳細な金融活動と証券市場について理
解できている。また、経営分析に必要な会計
が理解できており、財務諸表の作成と分析を
行うことができる。（日商簿記検定2級）

専門基礎
期間

証券市場Ⅰ

証券市場Ⅱ

税金の仕組みⅠ
（税制と所得税） 

株式投資理論 

税金の仕組みⅡ
（相続・贈与） 

保険制度 

環境経済学 

不動産論 

年金の仕組み 

⑦金融関連科目

金融Ⅰ（金融市場） 

金融Ⅱ（金融理論と政策） 

金融機関の機能と業務 

生活金融（金融資産運用） 

⑨金融科目

経営学概論 現代社会と経済 

基礎簿記 現代企業論 日本経済と金融 

①社会・経済・企業におけるお金の流れ

管理会計

ミクロ経済学Ⅰ

広告の心理学 

消費者行動論 

環境経営 

ミクロ経済学Ⅱ

経営コース関連科目

経営コースの人材育成目標
金融（お金の流れ）という視点で、社会・経済・企業の仕組みを理解し、ビジネスで必要とされる金融知識を習得した人材を育成する。企業業績を分析するための会計や経営分析の技能を習得するとともに、金融や株式、税金、保険といった実践的な金融知識を
身につけた、企業で活躍できる人材を育成する。金 

は専門型・教養型必修科目 

は選択科目 

②情報リテラシの人材育成目標
ビジネスで必要とされる基本的なスキルを習得するととも
に、企業研究や経営分析で必要とされる情報処理能力とプ
レゼンテーションスキルを身につける。

③日本語リテラシの人材育成目標

専門書を読み、内容を理解できる文章読解力と専門用語を

習得し、ビジネス文書・企画書を作成できる文章構成能力

を養う。

④外国語リテラシの人材育成目標
英語文献を理解できる読解力を身につけるとともに、ビ
ジネスで必要とされるビジネス英語・時事英語を理解し、
外国語コミュニケーション能力を養う。

 
 

⑤キャリアデザインの人材育成目標

自らの進路を早期から意識し、大学で学んでいることと自

分の将来像の関連を理解して、明確な目標と課題意識をも

つ。また、将来の進路の実現のために必要となる知識やス

キルを積極的に習得する。

は専門型必修科目 

⑩卒業研究・卒業論文作成

経営コース演習（卒業研究）Ⅳ

経営コース演習（卒業研究）Ⅲ

経営コース演習（卒業研究）Ⅱ

経営コース演習（卒業研究）Ⅰ

⑧会計科目

経営分析演習Ⅰ

商業簿記Ⅰ工業簿記Ⅰ

商業簿記Ⅱ工業簿記Ⅱ

財務会計 

経営分析演習Ⅱ

②情報
リテラシ科目

ビジネス情
報実習Ⅰ

ビジネス情
報実習Ⅱ

情報実習Ⅰ

情報実習Ⅱ

③日本語
リテラシ科目

経営学
文献講読Ⅰ

経営学
文献講読Ⅱ

日本語

リテラシⅠ

日本語

リテラシⅡ

④外国語
リテラシ科目

経営学英語
文献講読Ⅰ

経営学英語
文献講読Ⅱ

英語Ⅰ 

英語Ⅱ 

⑤キャリア
デザイン科目

インターン 
シップ 

キャリア
デザインⅡ

ビジネス 
コミュニケー
ション 

キャリア形成 
演習 

キャリア 
デザインⅠ 

＊教養型は卒業論文を作成しません。 

＊教養型はインターン
シップを実施しません。 
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2016年度（平成28年度）入学生用 心理コース　カリキュラムマップ

心理コース

学年 学年ごとの人材育成目標

3年次終了時の人材育成目標(関連資格)

2年次終了時の人材育成目標(関連資格)

1年次終了時の人材育成目標

年
次

完成
期間

←

　
学
年
進
行
　
３
年
次
　
←

　
学
年
進
行
　

年
次
　
←

　
学
年
進
行

専門
期間

専門基礎
期間

年
次

導入
期間

専門講義科目の受講を通じて心理学検定１級
合格レベルの専門知識を身につけるととも
に、認定心理士資格申請に必要な授業単位を
取得し終える（36単位）。独力で心理調査を
立案・実施・データ解析できる力を身につ
け、卒業研究の予備的研究をスタートさせ
る。

専門講義科目の受講を通じて心理学検定２級
合格レベルの専門知識を身につける。心理学
実験、心理検査、および心理調査を実習授業
で経験し、それぞれの研究結果の分析に必要
なデータ解析方法の基本技能を身につける。

学問としての心理学の全体像を理解し、２年
次以降の専門的学習に必要な基本的知識を身
につける。また調査・実験データの解析に不
可欠な数学的技能とパーソナル・コンピュー
タを使用したデータ解析法の基礎を身につけ
る。

は専門型。・教養型
必修科目 は選択科目

③情報リテラシの人材育成目標

汎用ソフトを使った基本的なデータ処理能力はもちろん
のこと、心理統計で必要となる記述統計と推測統計の方
法を学び、専門的な統計解析ソフトを使用した高度な
データ解析力を身につける。

心理調査
作成法Ⅰ

心理調査
集計法Ⅰ

心理統計法

Ⅰ

心理学研究法

Ⅰ

心理統計法

Ⅱ

心理学研究法

Ⅱ

心理統計法

Ⅲ

②研究法とデータ解析法を学ぶ

心理学概論Ⅱ心理学概論Ⅰ

①心理学の全体像を学ぶ

教育心理学Ⅰ臨床心理学Ⅰ

⑦臨床心理学と教育心理学の基礎を学ぶ

⑧心理学の専門的知識を学ぶ

教育心理学

Ⅱ

臨床心理学

Ⅱ

人間関係の
心理学Ⅰ

人間関係の
心理学Ⅱ

社会心理学

動機づけの
心理学

心のケアの
心理学

心の発達の
心理学

学習心理学

パーソナリ
ティの心理学

カウンセリング
の心理学心理療法

ストレス・
マネジメント

認知心理学

商品開発の
心理学

消費者行動論

広告の心理学 産業・組織
心理学

感情と行動

学校心理学

精神分析学

④日本語リテラシの人材育成目標

心理学の教科書や専門書を読み、その内容を正確に理解
できる読解力と、専門知識と適切な文章表現を駆使して
研究レポートを作成できる力を養う。

⑤外国語リテラシの人材育成目標

英文教科書や専門論文、インターネットでの英文記事を
独力で読みこなす力を身につける。

①②⑦⑧⑨専門科目の人材育成目標

現代社会が抱える心理学的問題を学問的な立場から理解
し、心理ケアや心理調査などの職業場面で活躍できる力
を身につける。

心理コースの人材育成目標
・心理学全体についての基本的な知識を学び、現代社会におけるさまざまな心の問題を客観的な立場から理解し、対処・支援できる力をもった人材を養成する。
・心理調査の立案・実施・データ解析能力を学び、職場で活かせる実践的な情報処理能力をもった人材を養成する。

は専門型必修科目 

⑩卒業研究に
取り組む

心理コース演習

（卒業研究）Ⅳ

心理コース演習

（卒業研究）Ⅲ

心理コース演習

（卒業研究）Ⅱ

心理コース演習

（卒業研究）Ⅰ

⑨心理学の
研究技能を学ぶ

心理学基礎実

習Ⅰ

心理学基礎実

習Ⅱ

③情報リテラシ
科目

心理学
データ解析Ⅰ

心理学
データ解析Ⅱ

情報実習Ⅰ

情報実習Ⅱ

④日本語
リテラシ科目

心理学
文献講読Ⅰ

心理学
文献講読Ⅱ

日本語

リテラシⅠ

日本語

リテラシⅡ

⑤外国語
リテラシ科目

心理学英語
文献講読Ⅰ

英語Ⅰ 

英語Ⅱ 

⑥キャリア
デザイン科目

キャリア形成 
演習 

ビジネス 
コミュニケー
ション 

キャリア 
デザインⅠ 
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2016年度（平成28年度）入学生用 歴史・文化コース　カリキュラムマップ

歴史・文化コース

学年 学年ごとの人材育成目標

3年次終了時の人材育成目標(関連資格)

2年次終了時の人材育成目標(関連資格)

1年次終了時の人材育成目標

１　授業の観察と分析ができる。
２　教養や基礎知識を習得する。
３　教員の資質などについての知識を習得す
　　る。

導入
期間

１　50分間の模擬授業ができる。
２　専門書を分析的かつ批判的に読解できる。
３　教員採用試験にほぼ対応できるレベルの学
　　力を習得する。

１　40分間の模擬授業ができる。
２　平易な専門書の内容が理解でき、論点が整
　　理できる。
３　教員採用試験のための基礎学力を習得す
　　る。

専門基礎
期間

年
次

年
次

完成
期間

←

　
学
年
進
行
　
３
年
次
　
←

　
学
年
進
行
　

年
次
　
←

　
学
年
進
行

専門
期間

歴史・文化コースの人材育成目標

日本の文化や歴史を学び、中学校教員（国語、社会）や高校教員（国語、地理・歴史、公民）として教育に従事する人材、あるいは、教育関連企業で活躍できるような人材となることを目指す。

は専門型必修科目 

は選択科目 

⑦ 条の に定める科目の人材育成目標

教員となる者に必要な一般教育科目として、我が国の社会の基盤とな

る「日本国憲法」、グローバル社会で必要となる「外国語」、情報社

会で必要となる「情報機器の操作」、生涯体育に関連する「スポーツ

実習」を学び、生徒指導に役立てられるようにする。
 

②⑤国語分野の人材育成目標
１ 様々な現代文を読むことによって、言語文化に対する

理解を深める。
２ 古典を読むことによって、日本の伝統と文化に対する

理解を深める。
 

③⑥社会分野の人材育成目標
１ 歴史の展開を諸資料に基づき地理的条件や世界の歴史

と関連付け、歴史的思考力を培う。
２ 地理的な諸課題を地域性や歴史的背景、日常生活との

関連を踏まえて考察し、地理的認識を養う。
 

④教職に関する科目の人材育成目標

教員として求められる以下の４つの事項を習得する。
１ 使命感や責任感、教育的愛情等

２ 社会性や対人関係能力
３ 生徒理解や学級経営等
４ 教科内容等の指導力

⑧教員免許状取得

①日本の文学やことば・歴史の基礎

日本語リテラシⅠ 日本語リテラシⅡ日本の文学の基礎Ⅰ 日本史概説 キャリアデザインⅠ

②国語分野 

日本の文学 
（近現代の文学） 

日本の文学の基礎Ⅱ

日本のことばⅠ

中国の文学Ⅰ

書道 

日本の文学 
（古典文学） 

中国の文学Ⅱ

日本文学の歴史 日本語学演習 

中国の文学演習 

日本の文学演習 
（古典） 

日本語表現法Ⅰ
（音声言語表現） 

日本語表現法Ⅱ
（文章表現） 

自然地理学 

日本近世史 

地誌学 

人文地理学 

欧米の歴史Ⅰ

日本近・現代史 

社会学Ⅰ

哲学 

法律と生活 

欧米の歴史Ⅱ

日本古代・中世史 

政治と国家 

社会学Ⅱ

倫理学 

③社会分野 ④教職に関する科目

⑤卒業論文を作成 ⑥卒業論文を作成

教職概論 教育原論 

教材・教具論 

教育心理学Ⅰ

教育心理学Ⅱ

国語教科 
教育法Ⅰ

国語教科 
教育法Ⅱ

社会科・地歴科 
教育法Ⅰ

社会科・地歴科 
教育法Ⅱ

国語教科 
教育法Ⅲ

国語教科 
教育法Ⅳ

社会科・公民科 
教育法Ⅰ

社会科・公民科 
教育法Ⅱ

教育制度論 

特別活動 
指導法 

道徳教育の 
研究 

生徒指導・ 
進路指導 

教育相談 

事前指導 

教育実習Ⅰ

教育実習Ⅱ

教職実践演習
（中・高） 

教師と倫理 

学校体験Ⅰ

学校体験Ⅱ

事後指導 

心の発達の 
心理学 

カウンセリング 
の心理学 

学校心理学 

資源循環型 
社会概論 

現代社会と経済 

日本経済と金融 

ミクロ経済学Ⅰ

ミクロ経済学Ⅱ

心理学概論Ⅰ

心理学概論Ⅱ

臨床心理学Ⅰ

心理学研究法Ⅰ

心理統計法Ⅰ

心のケアの 
心理学 

日本国憲法 

情報実習Ⅱ 

情報実習Ⅰ

スポーツ実習Ⅰ

スポーツ実習Ⅱ

ドイツ語Ⅰ

ドイツ語Ⅱ

フランス語Ⅰ

フランス語Ⅱ

中国語Ⅰ

中国語Ⅱ

英語Ⅲ

英語Ⅳ

英語Ⅴ

英語Ⅱ

英語Ⅰ

⑦教員免許状施行規則

第 条の に定める科目

環境思想 

は教員免許状取得の為の 
必修・選択必修科目 

は専門型・教養型 
必修科目 卒業演習Ⅱ（国語）

日本の文学演習Ⅱ
（現代文）

日本の文学演習Ⅰ
（現代文）

日本のことばⅡ

卒業演習Ⅱ（社会）

卒業演習Ⅰ（社会）

社会・歴史演習Ⅱ

社会・歴史演習Ⅰ

アジアの歴史 

は教養型必修科目 

教職演習Ⅱ 

教職演習Ⅰ 教職演習Ⅰ 

教職演習Ⅱ 

卒業演習Ⅰ（国語）
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2015年度（平成２７年度）入学生用 環境コース　カリキュラムマップ

環境コース

学年 学年ごとの人材育成目標

3年次終了時の人材育成目標

2年次終了時の人材育成目標

1年次終了時の人材育成目標

各人の興味、関心に応じて自然環境、農業、
資源循環型社会のどれかに特化した知識を深
く理解する。卒業研究テーマを決め、これに
関する情報を収集、整理できる。

環境問題の実際と環境保全の意義を理解し、
自然環境、農業、資源循環型社会の領域の基
礎知識がある。

導入
期間

専門基礎
期間

自然環境、農業、資源循環型社会の3領域に
わたる専門知識を広く理解する。これらの3
領域のうち、特に関心のある領域がどれかが
わかる。

年
次

年
次

完成
期間

←

　
学
年
進
行
　
３
年
次
　
←

　
学
年
進
行
　

年
次
　
←

　
学
年
進
行

専門
期間

野菜と穀物の育て方 

基礎数学 物質と原子（基礎化学Ⅰ） 自然地理学 基礎生態学 

基礎生物学 

物質と生物（基礎化学Ⅱ）

資源循環型社会概論 

物質と化学反応 
（基礎化学Ⅲ）

統計の考え方 

大気・土・水の 
測定の基礎実習 

資源・エネルギーと文明 

環境リスク概論 

農業基礎実習Ⅰ

環境コースの人材育成目標

生態系、物質循環、農業、資源循環型社会に関する専門的な知識に基づいて、社会の生産・流通・消費の場で、人間社会の発展と環境保全のバランスを考慮した発言と提案、そして行動ができる。

は専門型・教養型必修科目 は選択科目 

①地球環境を保全する意義を学ぶ科目
地球環境問題の実際を知るとともに、地球環境や生態系
を保全する意義を理解する。

②基礎的知識・技術を修得する科目

自然環境、農業、資源循環型社会の つの専門領域の基礎

となる知識と技術を修得する。
 

③自然環境領域科目

地球環境中の物質循環系および生態系について、生態学、

化学、地理学、物理学、気象学の諸分野の専門知識にもと

づいて理解する。また、実習を通じて、自然環境を観測・

測定するための技術を修得する。

④農業領域科目
農業、生態系、植物に関する専門知識を修得し、環境保全
と物質循環を考慮した作物生産を行うことができる。また、
農業に関する経営手法、法律、政策を理解する。

⑤資源循環型社会領域科目
自然資源の採取や廃棄物の廃棄などにともなう環境負荷
を低減させるための社会経済のあり方を、経済学や法学
などの社会科学の知識にもとづいて、理解する。

⑥情報リテラシ科目
卒業研究に必要な、コンピューターを
利用しての情報の収集と整理と発信を
行うことができる。

①地球環境を保全する意義を学ぶ科目

地球環境問題概説 生命と環境の倫理 

②基礎的知識・技術を修得する科目 

⑤資源循環型社会
領域科目

資源循環の経済学 

⑦日本語リテラシ科目
卒業研究に必要な、日本語専門文献の
読解方法に習熟する。

熱・光・エネルギー

生物多様性 

地球上での水とエネ
ルギーの流れ 

植物形態実習 

環境思想 

③自然環境
領域科目

⑧外国語リテラシ科目

英語専門文献の読解の基礎的な知識を修得

する。院進学を目指すものは進学後に専門

文献読解が行える読解力を身につける。

⑨キャリアデザイン科目

農業関連の生産と流通の場で求められて

いる知識と人材の実際を理解する。

機器化学分析の 

水溶液の化学 

基礎分析化学実験 

環境分析化学実験Ⅱ

環境分析化学実験Ⅰ

地球と農地での 
環境経営 

は専門型必修科目 

⑩卒業論文を作成

環境コース演習（卒業研究）Ⅳ

環境コース演習（卒業研究）Ⅲ

環境コース演習（卒業研究）Ⅱ

環境コース演習（卒業研究）Ⅰ

⑥情報
リテラシ科目

環境情報 
実習Ⅰ

環境情報 
実習Ⅱ

情報実習Ⅰ

情報実習Ⅱ

⑦日本語
リテラシ科目

環境
文献講読Ⅰ

環境
文献講読Ⅱ

日本語
リテラシⅠ 

日本語
リテラシⅡ

⑧外国語
リテラシ科目

環境英語 
文献講読Ⅰ

環境英語 
文献講読Ⅱ

環境英語 
文献講読Ⅲ

環境英語 
文献講読Ⅳ

環境英語 
文献講読Ⅴ

英語Ⅰ

英語Ⅱ

⑨キャリア
デザイン科目

環境保全型
農業概論 

農業イン
ターンシップ 

流通イン
ターンシップ 

ビジネス 
コミュニケー
ション 

キャリア形
成演習 

キャリア
デザインⅠ

④農業領域科目

農地での土と微生物
と肥料のはたらきⅠ

植物体内での水と
物質のはたらきⅠ

土作りと肥料 

農地での土と微生物
と肥料のはたらきⅡ 植物体内での水と

物質のはたらきⅡ

農業生態系のしくみ 
遺伝と育種 

栄養と体 

農業の経営と 
農作物の流通 

農地の保全と管理 

防除と共存 
環境保全型 

環境保全型 

食料・農業の 

農業基礎実習Ⅱ

森林管理実習 

2016年度（平成28年度）入学生用 歴史・文化コース　カリキュラムマップ

歴史・文化コース

学年 学年ごとの人材育成目標

3年次終了時の人材育成目標(関連資格)

2年次終了時の人材育成目標(関連資格)

1年次終了時の人材育成目標

１　授業の観察と分析ができる。
２　教養や基礎知識を習得する。
３　教員の資質などについての知識を習得す
　　る。

導入
期間

１　50分間の模擬授業ができる。
２　専門書を分析的かつ批判的に読解できる。
３　教員採用試験にほぼ対応できるレベルの学
　　力を習得する。

１　40分間の模擬授業ができる。
２　平易な専門書の内容が理解でき、論点が整
　　理できる。
３　教員採用試験のための基礎学力を習得す
　　る。

専門基礎
期間

年
次

年
次

完成
期間

←

　
学
年
進
行
　
３
年
次
　
←

　
学
年
進
行
　

年
次
　
←

　
学
年
進
行

専門
期間

歴史・文化コースの人材育成目標

日本の文化や歴史を学び、中学校教員（国語、社会）や高校教員（国語、地理・歴史、公民）として教育に従事する人材、あるいは、教育関連企業で活躍できるような人材となることを目指す。

は専門型必修科目 

は選択科目 

⑦ 条の に定める科目の人材育成目標

教員となる者に必要な一般教育科目として、我が国の社会の基盤とな

る「日本国憲法」、グローバル社会で必要となる「外国語」、情報社

会で必要となる「情報機器の操作」、生涯体育に関連する「スポーツ

実習」を学び、生徒指導に役立てられるようにする。
 

②⑤国語分野の人材育成目標
１ 様々な現代文を読むことによって、言語文化に対する

理解を深める。
２ 古典を読むことによって、日本の伝統と文化に対する

理解を深める。
 

③⑥社会分野の人材育成目標
１ 歴史の展開を諸資料に基づき地理的条件や世界の歴史

と関連付け、歴史的思考力を培う。
２ 地理的な諸課題を地域性や歴史的背景、日常生活との

関連を踏まえて考察し、地理的認識を養う。
 

④教職に関する科目の人材育成目標

教員として求められる以下の４つの事項を習得する。
１ 使命感や責任感、教育的愛情等

２ 社会性や対人関係能力
３ 生徒理解や学級経営等
４ 教科内容等の指導力

⑧教員免許状取得

①日本の文学やことば・歴史の基礎

日本語リテラシⅠ 日本語リテラシⅡ日本の文学の基礎Ⅰ 日本史概説 キャリアデザインⅠ

②国語分野 

日本の文学 
（近現代の文学） 

日本の文学の基礎Ⅱ

日本のことばⅠ

中国の文学Ⅰ

書道 

日本の文学 
（古典文学） 

中国の文学Ⅱ

日本文学の歴史 日本語学演習 

中国の文学演習 

日本の文学演習 
（古典） 

日本語表現法Ⅰ
（音声言語表現） 

日本語表現法Ⅱ
（文章表現） 

自然地理学 

日本近世史 

地誌学 

人文地理学 

欧米の歴史Ⅰ

日本近・現代史 

社会学Ⅰ

哲学 

法律と生活 

欧米の歴史Ⅱ

日本古代・中世史 

政治と国家 

社会学Ⅱ

倫理学 

③社会分野 ④教職に関する科目

⑤卒業論文を作成 ⑥卒業論文を作成

教職概論 教育原論 

教材・教具論 

教育心理学Ⅰ

教育心理学Ⅱ

国語教科 
教育法Ⅰ

国語教科 
教育法Ⅱ

社会科・地歴科 
教育法Ⅰ

社会科・地歴科 
教育法Ⅱ

国語教科 
教育法Ⅲ

国語教科 
教育法Ⅳ

社会科・公民科 
教育法Ⅰ

社会科・公民科 
教育法Ⅱ

教育制度論 

特別活動 
指導法 

道徳教育の 
研究 

生徒指導・ 
進路指導 

教育相談 

事前指導 

教育実習Ⅰ

教育実習Ⅱ

教職実践演習
（中・高） 

教師と倫理 

学校体験Ⅰ

学校体験Ⅱ

事後指導 

心の発達の 
心理学 

カウンセリング 
の心理学 

学校心理学 

資源循環型 
社会概論 

現代社会と経済 

日本経済と金融 

ミクロ経済学Ⅰ

ミクロ経済学Ⅱ

心理学概論Ⅰ

心理学概論Ⅱ

臨床心理学Ⅰ

心理学研究法Ⅰ

心理統計法Ⅰ

心のケアの 
心理学 

日本国憲法 

情報実習Ⅱ 

情報実習Ⅰ

スポーツ実習Ⅰ

スポーツ実習Ⅱ

ドイツ語Ⅰ

ドイツ語Ⅱ

フランス語Ⅰ

フランス語Ⅱ

中国語Ⅰ

中国語Ⅱ

英語Ⅲ

英語Ⅳ

英語Ⅴ

英語Ⅱ

英語Ⅰ

⑦教員免許状施行規則

第 条の に定める科目

環境思想 

は教員免許状取得の為の 
必修・選択必修科目 

は専門型・教養型 
必修科目 卒業演習Ⅱ（国語）

日本の文学演習Ⅱ
（現代文）

日本の文学演習Ⅰ
（現代文）

日本のことばⅡ

卒業演習Ⅱ（社会）

卒業演習Ⅰ（社会）

社会・歴史演習Ⅱ

社会・歴史演習Ⅰ

アジアの歴史 

は教養型必修科目 

教職演習Ⅱ 

教職演習Ⅰ 教職演習Ⅰ 

教職演習Ⅱ 

卒業演習Ⅰ（国語）
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2015年度（平成２７年度）入学生用 経営コース　カリキュラムマップ

経営コース

学年 学年ごとの人材育成目標

3年次終了時の人材育成目標(関連資格)

2年次終了時の人材育成目標(関連資格)

1年次終了時の人材育成目標(関連資格)

「経営学」や「経済学」の基礎的な科目を、
金融（お金の流れ）という視点で学ぶこと
で、社会や企業での「お金の流れ」について
理解し、企業会計の基本的手続きを習得でき
ている。（日商簿記検定3級）導入

期間

ビジネスにおける実践性を重視した科目を学
ぶことによって、より高度な金融関連知識を
習得し、金融・証券関連の専門用語や経済関
連の記事について専門的に解説できる能力を
身につける。（FP技能検定2級・3級）

金融の専門的知識を習得し、社会・経済・企
業での詳細な金融活動と証券市場について理
解できている。また、経営分析に必要な会計
が理解できており、財務諸表の作成と分析を
行うことができる。（日商簿記検定2級）

専門基礎
期間

年
次

年
次

完成
期間

←

　
学
年
進
行
　
３
年
次
　
←

　
学
年
進
行
　

年
次
　
←

　
学
年
進
行

専門
期間

証券市場Ⅰ

証券市場Ⅱ

税金の仕組みⅠ
（税制と所得税） 

株式投資理論 

税金の仕組みⅡ
（相続・贈与） 

保険制度 

環境経済学 

不動産論 

年金の仕組み 

⑦金融関連科目

金融Ⅰ（金融市場） 

金融Ⅱ（金融理論と政策） 

金融機関の機能と業務 

生活金融（金融資産運用） 

⑨金融科目

経営学概論 現代社会と経済 

基礎簿記 現代企業論 日本経済と金融 

①社会・経済・企業におけるお金の流れ

管理会計

ミクロ経済学Ⅰ

広告の心理学 

消費者行動論 

環境経営 

ミクロ経済学Ⅱ

経営コース関連科目

経営コースの人材育成目標
金融（お金の流れ）という視点で、社会・経済・企業の仕組みを理解し、ビジネスで必要とされる金融知識を習得した人材を育成する。企業業績を分析するための会計や経営分析の技能を習得するとともに、金融や株式、税金、保険といった実践的な金融知識を
身につけた、企業で活躍できる人材を育成する。金 

は専門型・教養型必修科目 

は選択科目 

②情報リテラシの人材育成目標
ビジネスで必要とされる基本的なスキルを習得するととも
に、企業研究や経営分析で必要とされる情報処理能力とプ
レゼンテーションスキルを身につける。

③日本語リテラシの人材育成目標

専門書を読み、内容を理解できる文章読解力と専門用語を

習得し、ビジネス文書・企画書を作成できる文章構成能力

を養う。

④外国語リテラシの人材育成目標
英語文献を理解できる読解力を身につけるとともに、ビ
ジネスで必要とされるビジネス英語・時事英語を理解し、
外国語コミュニケーション能力を養う。

 
 

⑤キャリアデザインの人材育成目標

自らの進路を早期から意識し、大学で学んでいることと自

分の将来像の関連を理解して、明確な目標と課題意識をも

つ。また、将来の進路の実現のために必要となる知識やス

キルを積極的に習得する。

は専門型必修科目 

⑩卒業研究・卒業論文作成

経営コース演習（卒業研究）Ⅳ

経営コース演習（卒業研究）Ⅲ

経営コース演習（卒業研究）Ⅱ

経営コース演習（卒業研究）Ⅰ

⑧会計科目

経営分析演習Ⅰ

商業簿記Ⅰ工業簿記Ⅰ

商業簿記Ⅱ工業簿記Ⅱ

財務会計 

経営分析演習Ⅱ

②情報
リテラシ科目

ビジネス情
報実習Ⅰ

ビジネス情
報実習Ⅱ

パソコン
会計

情報実習Ⅰ

情報実習Ⅱ

③日本語
リテラシ科目

経営学
文献講読Ⅰ

経営学
文献講読Ⅱ

日本語
リテラシⅠ

日本語
リテラシⅡ

④外国語
リテラシ科目

経営学英語
文献講読Ⅰ

経営学英語
文献講読Ⅱ

英語Ⅰ 

英語Ⅱ 

⑤キャリア
デザイン科目

インターン 
シップ 

キャリア
デザインⅡ

ビジネス 
コミュニケー
ション 

キャリア形成 
演習 

キャリア 
デザインⅠ 

＊教養型は卒業論文を作成しません。 

＊教養型はインターン
シップを実施しません。 

マクロ経済学

マクロ経済学Ⅰ
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2015年度（平成２７年度）入学生用 心理コース　カリキュラムマップ

心理コース

学年 学年ごとの人材育成目標

3年次終了時の人材育成目標(関連資格)

2年次終了時の人材育成目標(関連資格)

1年次終了時の人材育成目標

専門基礎
期間

年
次

導入
期間

専門講義科目の受講を通じて心理学検定１級
合格レベルの専門知識を身につけるととも
に、認定心理士資格申請に必要な授業単位を
取得し終える（36単位）。独力で心理調査を
立案・実施・データ解析できる力を身につ
け、卒業研究の予備的研究をスタートさせ
る。

専門講義科目の受講を通じて心理学検定２級
合格レベルの専門知識を身につける。心理学
実験、心理検査、および心理調査を実習授業
で経験し、それぞれの研究結果の分析に必要
なデータ解析方法の基本技能を身につける。

学問としての心理学の全体像を理解し、２年
次以降の専門的学習に必要な基本的知識を身
につける。また調査・実験データの解析に不
可欠な数学的技能とパーソナル・コンピュー
タを使用したデータ解析法の基礎を身につけ
る。

年
次

完成
期間

←

　
学
年
進
行
　
３
年
次
　
←

　
学
年
進
行
　

年
次
　
←

　
学
年
進
行

専門
期間

は専門型。・教養型
必修科目 は選択科目

③情報リテラシの人材育成目標

汎用ソフトを使った基本的なデータ処理能力はもちろん
のこと、心理統計で必要となる記述統計と推測統計の方
法を学び、専門的な統計解析ソフトを使用した高度な

心理調査
作成法Ⅰ

心理調査
集計法Ⅰ

心理調査
作成法Ⅱ

心理調査
集計法Ⅱ

心理統計法

Ⅰ

心理学研究法

Ⅰ

心理統計法

Ⅱ

心理学研究法

Ⅱ

心理統計法

Ⅲ

②研究法とデータ解析法を学ぶ

心理学概論Ⅱ心理学概論Ⅰ

①心理学の全体像を学ぶ

教育心理学Ⅰ臨床心理学Ⅰ

⑦臨床心理学と教育心理学の基礎を学ぶ

⑧心理学の専門的知識を学ぶ

教育心理学

Ⅱ

臨床心理学

Ⅱ

人間関係の
心理学Ⅰ

人間関係の
心理学Ⅱ

社会心理学

動機づけの
心理学

心のケアの
心理学

心の発達の
心理学

学習心理学

パーソナリ
ティの心理学

カウンセリング
の心理学心理療法

ストレス・
マネジメント

認知心理学

商品開発の
心理学

消費者行動論

広告の心理学 産業・組織
心理学

感情と行動

学校心理学

精神病理学

精神分析学

④日本語リテラシの人材育成目標
 
心理学の教科書や専門書を読み、その内容を正確に理解
できる読解力と、専門知識と適切な文章表現を駆使して
研究レポートを作成できる力を養う。

⑤外国語リテラシの人材育成目標

英文教科書や専門論文、インターネットでの英文記事を
独力で読みこなす力を身につける。

①②⑦⑧⑨専門科目の人材育成目標

現代社会が抱える心理学的問題を学問的な立場から理解
し、心理ケアや心理調査などの職業場面で活躍できる力
を身につける。

心理コースの人材育成目標
・心理学全体についての基本的な知識を学び、現代社会におけるさまざまな心の問題を客観的な立場から理解し、対処・支援できる力をもった人材を育成する。
・心理調査の立案・実施・データ解析能力を学び、職場で活かせる実践的な情報処理能力をもった人材を育成する。

は専門型必修科目 

⑩卒業研究に
取り組む

心理コース演習
（卒業研究）Ⅳ

心理コース演習
（卒業研究）Ⅲ

心理コース演習
（卒業研究）Ⅱ

心理コース演習
（卒業研究）Ⅰ

⑨心理学の
研究技能を学ぶ

心理学応用実習

Ⅱ

心理学応用実習

Ⅰ

心理学基礎実習

Ⅰ

心理学基礎実習

Ⅱ

③情報リテラシ
科目

心理学
データ解析Ⅰ

心理学
データ解析Ⅱ

情報実習Ⅰ

情報実習Ⅱ

④日本語
リテラシ科目

心理学
文献講読Ⅰ

心理学
文献講読Ⅱ

日本語
リテラシⅠ

日本語
リテラシⅡ

⑤外国語
リテラシ科目

心理学英語
文献講読Ⅰ

心理学英語
文献講読Ⅱ

英語Ⅰ 

英語Ⅱ 

⑥キャリア
デザイン科目

キャリア形成 
演習 

ビジネス 
コミュニケー
ション 

キャリア 
デザインⅠ 
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2015年度（平成２７年度）入学生用 日本研究コース　カリキュラムマップ

日本研究コース

学年 学年ごとの人材育成目標

3年次終了時の人材育成目標(関連資格)

2年次終了時の人材育成目標(関連資格)

1年次終了時の人材育成目標

年
次

年
次

完成
期間

←

　
学
年
進
行
　
３
年
次
　
←

　
学
年
進
行
　

年
次
　
←

　
学
年
進
行

専門
期間

１　授業の観察と分析ができる。
２　教養や基礎知識を習得する。
３　教員の資質などについての知識を習得す
　　る。

導入
期間

１　50分間の模擬授業ができる。
２　専門書を分析的かつ批判的に読解できる。
３　教員採用試験にほぼ対応できるレベルの学
　　力を習得する。

１　40分間の模擬授業ができる。
２　平易な専門書の内容が理解でき、論点が整
　　理できる。
３　教員採用試験のための基礎学力を習得す
　　る。

専門基礎
期間

日本研究コースの人材育成目標

日本の文化や歴史を学び、中学校教員（国語、社会）や高校教員（国語、地理・歴史、公民）として教育に従事する人材、教育関連企業で活躍できるような人材を育成する。

は専門型必修科目 

は選択科目 

⑦ 条の に定める科目の人材育成目標

教員となる者に必要な一般教育科目として、我が国の社会の基盤とな

る「日本国憲法」、グローバル社会で必要となる「外国語」、情報社

会で必要となる「情報機器の操作」、生涯体育に関連する「スポーツ

実習」を学び、生徒指導に役立てられるようにする。
 

②⑤国語分野の人材育成目標
１ 様々な現代文を読むことによって、言語文化に対する

理解を深める。
２ 古典を読むことによって、日本の伝統と文化に対する

理解を深める。
 

③⑥社会分野の人材育成目標
１ 歴史の展開を諸資料に基づき地理的条件や世界の歴史

と関連付け、歴史的思考力を培う。
２ 地理的な諸課題を地域性や歴史的背景、日常生活との

関連を踏まえて考察し、地理的認識を養う。
 

④教職に関する科目の人材育成目標

教員として求められる以下の４つの事項を習得する。
１ 使命感や責任感、教育的愛情等

２ 社会性や対人関係能力
３ 生徒理解や学級経営等
４ 教科内容等の指導力

⑧教員免許状取得

①日本の文学やことば・歴史の基礎

日本語リテラシⅠ 日本語リテラシⅡ日本の文学の基礎Ⅰ 日本史概説 キャリアデザインⅠ

②国語分野 

日本の文学 
（近現代の文学） 

日本の文学の基礎Ⅱ

日本のことばⅠ

中国の文学Ⅰ

書道 

日本の文学 
（古典文学） 

中国の文学Ⅱ

日本文学の歴史 日本語学演習 

中国の文学演習 

日本の文学演習 
（古典） 

日本語表現法Ⅰ
（音声言語表現） 

日本語表現法Ⅱ
（文章表現） 

自然地理学 

日本近世史 

地誌学 

人文地理学 

欧米の歴史Ⅰ

日本近・現代史 

社会学Ⅰ

哲学 

法律と生活 

欧米の歴史Ⅱ

日本古代・中世史 

政治と国家 

社会学Ⅱ

宗教学 

倫理学 

③社会分野 ④教職に関する科目

⑤卒業論文を作成 ⑥卒業論文を作成

教職概論 教育原論 

教材・教具論 

教育心理学Ⅰ

教育心理学Ⅱ

国語教科 
教育法Ⅰ

国語教科 
教育法Ⅱ

社会科・地歴科 
教育法Ⅰ

社会科・地歴科 
教育法Ⅱ

国語教科 
教育法Ⅲ

国語教科 
教育法Ⅳ

社会科・公民科 
教育法Ⅰ

社会科・公民科 
教育法Ⅱ

教育制度論 

特別活動 
指導法 

道徳教育の 
研究 

生徒指導・ 
進路指導 

教育相談 

事前指導 

教育実習Ⅰ

教育実習Ⅱ

教職実践演習
（中・高） 

教師と倫理 

学校体験Ⅰ

学校体験Ⅱ

事後指導 

心の発達の 
心理学 

カウンセリング 
の心理学 

学校心理学 

財政Ⅱ

資源循環型 
社会概論 

現代社会と経済 

日本経済と金融 

財政Ⅰ

マクロ経済学Ⅰ

マクロ経済学Ⅱ

ミクロ経済学Ⅰ

ミクロ経済学Ⅱ

心理学概論Ⅰ

心理学概論Ⅱ

臨床心理学Ⅰ

心理学研究法Ⅰ

心理統計法Ⅰ

心のケアの 
心理学 

日本国憲法 

情報実習Ⅱ 

情報実習Ⅰ

スポーツ実習Ⅰ

スポーツ実習Ⅱ

ドイツ語Ⅰ

ドイツ語Ⅱ

フランス語Ⅰ

フランス語Ⅱ

中国語Ⅰ

中国語Ⅱ

英語Ⅲ

英語Ⅳ

英語Ⅴ

英語Ⅱ

英語Ⅰ

⑦教員免許状施行規則

第 条の に定める科目

地域経済 

環境思想 

は教員免許状取得の為の 
必修・選択必修科目 

は専門型・教養型 
必修科目 卒業演習Ⅱ（国語）

日本の文学演習Ⅱ
（現代文）

日本の文学演習Ⅰ
（現代文）

日本のことばⅡ

卒業演習Ⅱ（社会）

卒業演習Ⅰ（社会）

社会・歴史演習Ⅱ

社会・歴史演習Ⅰ

アジアの歴史 

は教養型必修科目 

教職演習Ⅱ 

教職演習Ⅰ 教職演習Ⅰ 

教職演習Ⅱ 

卒業演習Ⅰ（国語）
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